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B16a すざく衛星搭載WAMによるガンマ線バーストの広帯域高感度観測
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ガンマ線バースト (GRB)は、HETE-2衛星や Swift衛星によってもたらされる早期残光観測によって、その母
銀河など、発生源についての理解は近年飛躍的に進んだ。しかし、肝心のガンマ線放射機構についてはまだほとん
ど謎に包まれていると言って良い。すざく衛星搭載Wide-band All-sky Monitor (WAM)は 300keV以上で他の追
随を許さない巨大な有効面積と、50keVから 5MeVにも及ぶ広いエネルギー帯域を誇っており、GRBのガンマ線
放射機構を明らかにするべく、観測を行って来た。打ち上げから 3年近く経つ現在、年間約 140 個という世界でも
トップクラスのGRB検出数を実現し、大きな問題なく観測を続けている。検出器の応答についても、他衛星と協
力した相互較正や、かに星雲を標準光源とした較正により、20-30%の精度が実現できていることを実証した。これ
らの結果を踏まえることで、多くの科学的成果を引き出すことに成功した。例えば、系統的な解析結果から、継続
時間の長いGRBと短いGRBで様々なスペクトルの特徴が異なることを明らかにし、両者の起源が異なることをガ
ンマ線スペクトルの観点からも示唆する結果を得た。また、WAMの大面積がもたらす統計の良いデータは、従来
では行えなかった精度でスペクトルパラメータの時間発展を追うことを可能とし、ガンマ線放射領域のダイナミク
スについて制限をつけることのできる可能性を示した。本講演ではこのようなすざく衛星搭載WAMによるGRB
観測で得られた様々な科学的成果ついて議論する。


